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研究成果の概要（和文）：本研究では、建設的な「諦める」を促進するための臨床心理学的支援プログラムを開
発し、スマートフォンアプリケーションの形で実装、効果研究を行なった。諦めることに関連する予測不可能な
ストーリーを体験させるという本プログラムは諦めることが有意味であるという認知を促進させ、挫折であると
いう認知を抑制すること、精神的健康を高めることがデータ分析から示唆された。これらの成果は諦めることに
焦点を当てたメンタルヘルス支援実践・研究に寄与すると考えられる。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop psychological intervention focused 
on resignation. Effectiveness research in smartphone application revealed that experiencing the 
unpredictable stories about resignation enhance “Meaningful Cognition”, lower “Failure 
Cognition” and increase mental health. This finding contributes to the practical studies about 
resignation.

研究分野： 臨床心理学
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１．研究開始当初の背景 
 諦めることは長い人生を生きていく中で
誰もが体験する事象である。日常語として
用いられることからもわかるように、諦め
ることの内容は多岐にわたっている。その
中には、物品購入を諦めるなど、それほど
苦痛が伴わない「諦める」も存在する。一
方で、進路選択や失恋、別離など、ライフ
イベントに伴って「諦める」が生じる場合
もあることが知られており、このような場
合、どのようにその出来事と向き合い、対
処していくかは非常に大きな問題である。
すなわち、当人の精神的健康という観点か
ら見て、「いかに諦めるか」が非常に重要
な問題となってくる。そのため、諦めるこ
とが臨床心理学的支援において重要な事象
であることがこれまで指摘されてきた。ま
た、西洋において発展してきた心理療法で
ある認知行動療法と日本古来の心理療法で
ある森田療法の理論的接近が近年注目を集
めている。日本語の「諦める」はこれらの
療法の鍵概念として活用できる可能性があ
り、臨床心理実践の現場だけでなく臨床心
理学の理論的観点からも重要な用語となっ
ている。 
 しかしながら、これまで「諦める」につ
いては体系だった研究が行われてこなかっ
た。その理由としては①「諦める」は日常
語であるため研究者によって異なった解釈
がされており、定義や捉え方が一貫してい
ないこと、②「諦める」という言葉自体、
日本独自のものであるという指摘もあり、
海外において似たような概念は見当たらず、
着目されにくかったこと、③諦めることと
精神的健康との関連については、従来コー
ピングの観点からそのネガティブな側面に
着目されることが多く、諦めることに着目
した基礎研究と応用研究においてその機能
や捉え方について乖離があったこと、など
が挙げられる。そのため、「諦める」の全
体像を明らかにし、その精神的健康に対す
る多面的な機能を検討した上で、臨床実践
に活かすことが必要である。  
 
２．研究の目的 
 申請者はこれまで、「諦める」ことの心
理学的な機能に関して質的・量的データか
ら基礎的な研究を行うと共に、研究で得ら
れた知見に基づき、人生における多様な諦
めを体験することで「諦める」に関連する
認知や意味づけに働きかける、簡易的な臨
床心理学的支援アプリケーションを開発し、
効果の検討を行ってきた。そして、それを臨
床心理学的支援プログラムとして発展させ
ることで、建設的な「諦める」を促進する
臨床心理学的支援の 1 手法として活用でき
る可能性が示唆された。  
 そこで、本研究では建設的な「諦める」
を促進する臨床心理学的支援プログラムの
開発を行うこととした。プログラムは、こ

れまで開発を行い、精神的健康の向上に一
定の効果がみられているアプリケーション
を改修して用いることとし、効果の検討も
同時に行うこととする。具体的には、①建設
的な「諦める」と関連する認知や意味づけ
を測定するセルフチェック・ツールの開発、
②建設的な「諦める」を促進するセルフワ
ークの開発、③以上の 2 つを備えた、諦め
ることに着目した臨床心理学的支援プログ
ラムの開発・効果研究、を目的とした。  
 
３．研究の方法 
 「建設的な「諦める」を促進する臨床心
理学的支援プログラムの開発」という本研
究の目的に基づき、以下のプロセスで研究
を行った。 
【平成 27 年度】 
(1) 建設的な「諦める」の促進・阻害要因で
ある、諦めること一般に対する認知および
過去の諦め体験に対する意味づけを測定す
る尺度の標準化およびセルフチェック・ツ
ールの開発  
(2) 建設的な「諦める」の促進を目的とし、
諦めること一般への認知と過去の諦め体験
に対する意味づけに働きかけるセルフワー
ク開発  
(3) 1と2を統合した建設的な「諦める」を
促進する臨床心理学的支援プログラムの考
案  
【平成 28 年度】 
(4) web アプリケーションへの実装・開発 
(5) プログラム実施と効果の検討  
 
４．研究成果 
【平成 27 年度】 
 菅沼（未公刊、博士論文）で作成された
特定の諦め体験に対する意味づけ尺度に関
して、20代〜60 代の幅広い発達段階の人々
にインターネット上で質問紙調査を行った。
確認的因子分析や信頼性分析、相関分析の
結果、本尺度が高い信頼性・妥当性を有し
ていることが明らかになった。それらの結
果に基づき、過去の諦め体験に対する意味
づけに関する自身の傾向について簡便に把
握できるよう、下位尺度得点による分類と
フィードバックを考案した。 
 多様な諦め体験を収集し、分類するため
心理学の知見がある協力者に協力してもら
い、KJ 法とテキストマイニングを用いて既
存の自由記述データから「諦める」の分類
を行った。その結果を基に、菅沼（2015）
で考案したワークを発展させ、性別と発達
段階に応じたストーリーを体験する新しい
形のワークを考案した。これは過去・現在・
未来といった時間軸の中に諦めることを位
置づけ、その時々における人生の選択を擬
似的に体験することで、フィードバックと
共に諦めることについて体験的に学ぶもの
となっている。 



 上記のセルフチェックとワークを統合し、
諦めることに関してより俯瞰的な見方がで
きるような仕組みを考案、全体をプログラ
ムとして構築した。同時に、セルフヘルプ・
プログラムであることを考慮し、既存のア
プリケーションの効果の分析を行いつつ、
利用者のモチベーションを高める仕組みや
説明の流れ、デザイン、データベース構造
について、実装の実務者と打ち合わせを重
ねた。 
 

図 新たに製作した説明画像のスクリーン
ショットの例 
 
【平成 28 年度】 
 平成 27年度に作成したプログラムのス
マートフォンアプリケーション化を行った。
申請者が開発してきた簡易的なスマートフ
ォンアプリケーションを発展させること
で、これまでの利用者にも使用可能な形と
した。なお、実装および改修は外部の開発
会社に委託を行った。 
 開発した web アプリケーションを臨床心
理学的なプログラムとして web 上で実施し、
健常群を対象にその効果を検討した。webア
プリケーション内に組み込んだセルフチェ
ックおよび精神的健康等を測定する尺度を
プログラム実施前後に行い、得られたデー
タを統計的に分析することで心理援助プロ
グラムとしての効果の検討を行った。また
その際にプログラム実施群(webアプリケー
ション利用群)と統制群(web アプリケーシ
ョン非利用群)を設けることで本プログラ
ムによる心理援助の効果についてより厳密
な検討を行うこととした。アプリ内の利用
データを分析したところ、アプリ利用群に

おいては利用前後で有意味性認知が有意に
向上し、挫折認知が有意に低下していた。
一方、統制群のデータからは利用前後の得
点に有意差はなかった。また、過去の諦め
体験に対する意味づけに関しては利用群・
統制群ともに有意差は見られなかった。こ
れらの結果、今回新しく開発した web アプ
リケーションが一定の効果を有しているこ
とが示されたと言える。 
 課題としては一般的な認知に対して見ら
れたものの、特定に意味づけに関した効果
は示唆されなかったことから諦めに関連し
てより踏み込んだ介入法を検討していく必
要があると考えられる。 
 これらの成果を踏まえた本研究の意義は
まず、これまで精神的健康に対するネガテ
ィブな機能ばかりが注目されてきた「諦め
る」という身近な心理現象について、その
建設的側面に着目した臨床心理学的支援の
可能性を示したことにある。「諦める」と
いう身近な概念に着目し、セルフヘルプ・
スマートフォンアプリケーションによる臨
床心理学的支援という形に落とし込むこと
で、従来の対面での臨床心理面接では難し
かった多くの人々への支援手法を検討する
という点でも意義深い。加えて、日本古来
の心理現象である「諦める」に着目した支
援は日本人にあった臨床心理学支援の検討
および理論化にも貢献し、比較文化的な観
点からも意義は大きいものと考えられる。 
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